このグラフだけをみて、「ほら！やっぱり中国は多いじゃない！」
なんて短絡的に考えないように。

本当はどこが違反が多いかは、輸入件数でこれを割って見なければなりません。

割ってみた表を次にあげます。違反件数は細菌検査の違反と化学検査の違反の全部を合算した数です。
	順位
	地域
	国名
	輸入品の届出件数
	検査比率
	違反率

	
	
	
	Ａ
	Ｃ
	Ｅ
	Ｃ／Ａ
	Ｅ／Ｃ
	Ｅ／Ａ

	
	
	
	届出件数
	検査件数
	違反件数
	件数
	対検査件数
	対届出件数

	1
	阿
	ガーナ
	705 
	341 
	62 
	48.369%
	18.182%
	8.794%

	2
	亜
	カンボジア
	12 
	3 
	1 
	25.000%
	33.333%
	8.333%

	3
	南米
	パラグアイ
	226 
	62 
	9 
	27.434%
	14.516%
	3.982%

	4
	南米
	エクアドル
	1,763 
	259 
	69 
	14.691%
	26.641%
	3.914%

	5
	南米
	ベネズエラ
	286 
	240 
	3 
	83.916%
	1.250%
	1.049%

	6
	亜
	ラオス
	193 
	57 
	1 
	29.534%
	1.754%
	0.518%

	7
	亜
	ベトナム
	41,494 
	9,001 
	147 
	21.692%
	1.633%
	0.354%

	8
	南米
	ボリビア
	307 
	58 
	1 
	18.893%
	1.724%
	0.326%

	9
	亜
	インド
	10,786 
	2,137 
	31 
	19.813%
	1.451%
	0.287%

	10
	南米
	ペルー
	2,680 
	259 
	6 
	9.664%
	2.317%
	0.224%

	11
	亜
	台湾
	29,270 
	5,893 
	50 
	20.133%
	0.848%
	0.171%

	12
	亜
	バングラディッシュ
	593 
	33 
	1 
	5.565%
	3.030%
	0.169%

	13
	亜
	スリランカ
	5,503 
	206 
	9 
	3.743%
	4.369%
	0.164%

	14
	北米
	アメリカ
	196,858 
	18,172 
	239 
	9.231%
	1.315%
	0.121%

	15
	欧
	フィンランド
	945 
	30 
	1 
	3.175%
	3.333%
	0.106%

	16
	亜
	モルジブ
	949 
	7 
	1 
	0.738%
	14.286%
	0.105%

	17
	欧
	ベルギー
	18,841 
	1,191 
	19 
	6.321%
	1.595%
	0.101%

	18
	亜
	インドネシア
	30,427 
	7,386 
	30 
	24.274%
	0.406%
	0.099%

	19
	亜
	タイ
	122,043 
	17,527 
	120 
	14.361%
	0.685%
	0.098%

	20
	亜
	中国
	578,524 
	91,264 
	530 
	15.775%
	0.581%
	0.092%

	21
	亜
	フィリピン
	26,548 
	1,164 
	24 
	4.385%
	2.062%
	0.090%

	22
	欧
	オーストリア
	3,609 
	220 
	3 
	6.096%
	1.364%
	0.083%

	23
	亜
	香港
	3,684 
	253 
	3 
	6.868%
	1.186%
	0.081%

	24
	欧
	オランダ
	15,016 
	845 
	11 
	5.627%
	1.302%
	0.073%

	25
	欧
	チェコ
	1,683 
	76 
	1 
	4.516%
	1.316%
	0.059%

	26
	阿
	南アフリカ
	5,497 
	725 
	3 
	13.189%
	0.414%
	0.055%

	27
	亜
	マレーシア
	10,995 
	1,051 
	5 
	9.559%
	0.476%
	0.045%

	28
	亜
	ミャンマー
	2,206 
	244 
	1 
	11.061%
	0.410%
	0.045%

	29
	欧
	ノルウェー
	9,472 
	586 
	4 
	6.187%
	0.683%
	0.042%

	30
	欧
	イタリア
	72,800 
	3,884 
	29 
	5.335%
	0.747%
	0.040%

	31
	南米
	チリ
	20,915 
	1,014 
	8 
	4.848%
	0.789%
	0.038%

	32
	欧
	スペイン
	16,157 
	1,021 
	6 
	6.319%
	0.588%
	0.037%

	33
	北米
	メキシコ
	16,885 
	761 
	6 
	4.507%
	0.788%
	0.036%

	34
	亜
	シンガポール
	9,029 
	189 
	3 
	2.093%
	1.587%
	0.033%

	35
	欧
	トルコ
	3,279 
	410 
	1 
	12.504%
	0.244%
	0.030%

	36
	亜
	大韓民国
	96,014 
	12,732 
	26 
	13.261%
	0.204%
	0.027%

	37
	南米
	ブラジル
	31,428 
	2,090 
	8 
	6.650%
	0.383%
	0.025%

	38
	北米
	カナダ
	30,983 
	2,545 
	7 
	8.214%
	0.275%
	0.023%

	39
	太
	オーストラリア
	73,806 
	1,847 
	11 
	2.503%
	0.596%
	0.015%

	40
	太
	ニュージーランド
	27,603 
	1,335 
	4 
	4.836%
	0.300%
	0.014%

	41
	欧
	フランス
	191,869 
	5,283 
	27 
	2.753%
	0.511%
	0.014%

	42
	欧
	ドイツ
	30,824 
	1,403 
	4 
	4.552%
	0.285%
	0.013%

	43
	欧
	イギリス
	23,479 
	675 
	3 
	2.875%
	0.444%
	0.013%

	44
	欧
	デンマーク
	20,772 
	490 
	2 
	2.359%
	0.408%
	0.010%


いかがですか？
意外な結果でしたか？

これ以外の国は違反の発見件数自体ゼロでしたので掲載してありません。

中国は、違反数は確かにトップですが、輸入届出数もぶっちぎりで多いため、割るとこんなふうになってしまいます。
ここで、右から二列目の「違反率Ｅ／Ｃ対検査件数」の欄に注目してください。

先ほど私たちは違反の多そうなものにターゲットを絞って検査していると申し上げました。ここの数字も中国は狙い撃ちされている割には違反率が低い。

また、隣の「検査率」の欄、中国は約１５％検査されています。

輸入量を考えたら相当な検査数です。ここでもアメリカより５倍も多く検査されているのに、違反は少ないという実態が浮かび上がっています。

中国のイメージの悪さから、代替の輸入先として東南アジアの各国が候補に挙がっていますが、表を良く見てください。

中国より違反率の高い国から輸入するのですか？

これらの国で中国の輸出量を賄えるのですか？

個人的には、世の中というものは「ふつうの人や企業」が一番多く、そういう「ふつうの人たち」が「ふつうに仕事をしている」からこそスムーズに回っているのだと思います。
この数字から考えると「特に中国の食品だけが『危険』」という答えは出てこないのではないでしょうか。

よく考えるべきことだと思います。

	３　実は　検査には大変なお金がかかる


検査には大変なお金がかかります。
細菌検査は、民間なら単独１項目３千円くらい、ふつう１検体５項目は検査しますので、セット料金で１万５千円。
カビは案外に高くて都で検査しても１検体２万３千円

重金属１項目８千円から（５ないし７項目検査するので、簡単な検査方法をとっても１検体４～５万円はかかる）
農薬は抜群に高くて、１項目２万円から（ざっと５００種類はある）。

なぜ、こんなに高いかというと、検査のときにめやすとして参考にするための試薬（純品の農薬）がまず高い。

１本５０万円というのもざらにあります。
今回のメタミドホスは、０．１ｇ１万２千円、ジクロルボスは０．５ｇ８千円、比較的お安い。
さて、日本で使用されている農薬はマイナーなのも含めてざっと３００種類。
外国まで含めると、最低５００種類は農薬（試薬）の用意が必要です。

１種類１万円で計算してもこの農薬（試薬）だけで５００万円になります。

しかも、この農薬（試薬）は一度買ったらずっと使えるものではありません。
最近の農薬は残留の問題がクローズアップされてから、農場で速やかに分解するように、あえてこわれやすく作ってあり、実に不安定なものですから、一年に一度は買い替えなくてばなりません。
検査する環境にもお金がかかります。
排水をそのまま下水に流すことはできませんので、別にとっておき、特殊な処理へまわします。このランニングコストも高い。
分析機器は１台５千万円から１億円。

当区の場合、排気施設の改築が必要で、これに２億円

これはすべて価格へ跳ね返ります。
「全部検査しろ」とよく言われるのですが、もし、農薬を全部検査したなら

２万円×５００種類＝１千万円

で、これは一検体の値段です。

何検体検査したら、皆さんに安心してもらえるのでしょう。

スーパーの冷凍食品のアイテムは少なくても１００種類はあります。週に一度はロットが変わります。年間５０００検体です。え～と　５００億円ですね？

このお金、だれが負担するのですか？
農薬の規制は、使用する農場で管理するのが最も安くできる方法だと思います。
	４　検査を阻んでいるものは、検査能力でもお金でもなく「確率」である。


今回の事件では、農薬の混入したものはこれまでに１１個発見されています。
製造量は二日間でおよそ１万８千個です。

これでは計算しづらいので、１万個に１０個あったものとして計算しましょう。

さて、何個取ったら１００％の確率で農薬の混入したものを確実に取ることができるでしょうか？

「え～と、１万個に１０個だと…千個に１個だから…　千個くらい？」なんて思ったあなた。失格です。

正解は９９９１個になります。
これだけ検査をできるでしょうか？　　できません。

前にあげたやり方では、まず確実に農薬の入っているものにあたることはありません。
検体を採取すること自体が、「確率」という法則にがっちり縛られているのです。
１万個の製品であれば、経済的にペイする検査数は多くても２０個までです。

１００個くらい検査しても、確率は皆さんが考えるほど上がりません。
１００個検査してやっと１％です。これで消費者の安心が買えるでしょうか。

まず無理だと私は思います。

１００個の全農薬を検査するとざっと１０億円になります。学校が建ちます。

メタミドホスだけ検査しても２００万円です。
メタミドホス以外の農薬が入っていたとしたら…　わからない　どうします？

現在、国内では、ある意味無駄な検査をしているものが二つあります。
牛のＢＳＥ（狂牛病）検査とＯ１５７です。

この二つとも、でてくる結果から見て、検出率は非常に低く、検査自体かなり無駄なものになっています。

でもまあ、検査費用が比較的にしろ安いので、続いていますが、農薬検査のフルコースはどう考えても企業が費用を吸収できる金額ではありません。

現に、費用が払いきれなくて倒産した企業もあります。

このところの報道で、他の製品からもちらほらメタミドホスやジクロルボスが検出されてきておりますが、この時期これだけ集中的に中国製品を検査すれば、「たくさん検査すれば、いくばくかは違反がでる」のは当たり前のことです。数値も想定範囲内だと思います。

どうぞ、冷静に判断をお願いします。

今のままでも、ふつうの食べ物は、十分に安全です。
	５　だから安心しろとは言わないけれど


わかりにくい数字ですが、１ppmとは
１ｍｇ（1000ｍｇ＝１ｇ）／１ｋｇ＝１ｐｐｍ
食べもの関係で、でてくる数字はとくに、ことわりのないかぎり、「○ppm検出された」というのは１ｋｇから出てきた量を指します。
添加物や農薬は「一生食べ続けても害のでない量」を「最大無作用量」とし、この１／１００が使用基準になります。
ですから、使われているもので何か害が起きるためには、どんな食べものでも
１００ｋｇ以上毎日食べないといけません。
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　　食べられませんよね
　１００ｋｇなんて無理
国から違反食品が発表された
場合の判断基準です。

「１００倍以上」検出した

との報道でなければ

まずは安心していいです。

一回くらい、いや、そこそこ
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食べてもどうってことはない

	６　しかし、まぁ次々とでてきますねぇ　事故米とメラミン


メラミンと事故米どっちが危ない？　　これはメラミンです。
農薬の場合基準がありますから、入っていても単位はｐｐｍ
メラミンはgの話です。量が違う。
つまり、農薬は１／１００万、メラミンは　　１／１００～１万　相当桁の違う話になります。　え～っ　じゃ餃子は？？　　あれはこういう事件でした。
メタミドホスの人のLD50（摂取したら半数が死ぬ量） ＝ 30mg／kg

体重60kg ＝ 1800mg（大人の半数致死量）
体重20kg ＝  600mg（こどもの半数致死量）
＊兵庫の事件で入っていたのは1.32%

1000g：13200ppm(mg) ＝ 20g（餃子１個）：26.4ppm(mg)

＊千葉の事件で入っていたのは3.113%
1000g：31130ppm(mg) ＝ 20g（餃子１個）：62.26ppm(mg)
子供が10個食べると致死量に達します
人のARfD（急性参照量：なんらかの症状が起きる量）＝0.01mg/kg

体重60kg=0.6mg (係数を外すと1.5 mg)

体重20kg=0.2mg (係数を外すと1.0 mg)

[image: image1.emf]
はんぱな量ではありません。
これは「故意」です。残留農薬の事例とは一線を画すべきものだと思います。このときにあった相談5800件我々監視員が調べました。全て「シロ」でした。

ひきかえ、事故米に含まれていたメタミドホスは0.02㎎/㎏でした。
30kg一度に食べると体重60kgの人のARfD（急性参照量）を超えますが…
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事故米

メタミドホス

アセタミプリド

アフラトキシン

0.02ppm，0.03ppm

0.00002g／1kg

0.00003g／1kg

アフラトキシンのデータはありません

「あれ?　事故米ってこんな写真が↓テレビに映っていなかったっけ?」
そう思ったあなた、なかなか記憶がよろしい。
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そのとおり、上の写真は、国産の米です。

テレビで写っていたのはカビ米の写真です。

しかし、多分現実の事故米は、国産米と見かけはほとんど変わらないはずです。

見かけではわからない。
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輸入時には未熟米や割れ米などが含まれるため、区別がついたでしょうが、精米後はわからなくなってしまいます。

事故米も見かけはごく普通の米です。

事故米が事故米となったゆえんは、平成18年、厚生労働省により、ポジティブリスト制なるものが制定されたことに始まります。

それまでは基準がなかったため、

「?」と思っても、法律がないため今回のような米もそのまま流通していました。

